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目的

健康情報がどこまで正しいかを

見抜くために必要なことを考える



テーマを選んだ理由

■ 現代の情報化社会において、健康情報
が大量に溢れかえっている

■ どの情報が正しいかの、判断が難しい

■ 自分自身の性格的にも騙されやすい

■ 地域の健康を支える保健師として、

　自分と地域のヘルスリテラシーを

　高められるようになりたい



ＮＨＫの事例
■ ＮＨＫガッテン
「睡眠薬で糖尿病治療できる」　
■ 医師「番組見たが、ちょっとひどい」

画像はＮＨＫ公式サイトより



ＮＨＫの事例

（誤）睡眠薬で糖尿病が

予防・治療できる

（正）睡眠障害の原因の一つに

糖尿病による血管障害がある



ネットに隠された落とし穴

■ テレビは信用ならないから、
　ネットで調べてみようといっても…



ＷＥＬＱ事件後の検索結果

http://webweb.jp/blog/



厚生労働省のＨＰ

どこを見れば
いいの？！

本当に欲しい
情報なの？？



なぜこのような結果になるのか

「ヒューリスティック」

■私たちは、なるべく早く楽に答えを出そうと
してしまいがち

■とても話し上手な人の言うことを信じたり、
十分なデータがなくても自分に都合よく捉
えたりする

看護情報学　授業資料　 38ページより引用



どうやって情報を集めるか
1 情報提供の主体が明確なサイトの情報を利用する
2 営利性のない情報を利用する
3 客観的な裏付けがある科学的な情報を利用する
4 公共の医療機関、公的研究機関により提供される医療情報を
主に利用する
5 常に新しい情報を利用する
6 複数の情報源を比較検討する
7 情報の利用は自己責任が原則
8 疑問があれば、専門家のアドバイスを求める
9 情報利用の結果を冷静に評価する
10 トラブルに遭った時は、専門家に相談する
（「インターネット上の医療情報の利用の手引き」から抜粋）

日本インターネット医療協議会（ JIMA）



注意したいこと

■ 情報に惑わされないこととして
　情報の「入手」「理解」「評価」に
　かかわることを記述してきた
■ ただ、実際に健康情報を「活用」し
　意思決定を支援していくことまでが大切



今後の課題
■ Medline Plusなどの公的なＨＰを作るべ
き、「健康を決める力」も検索上位に上がっ
てくると良いのではないか

■ 厚生労働省ＨＰの改善、アクセスの
　しやすさ、知名度など
■ どの程度エビデンスがあるかなどの
　指標も分かりやすく存在すると良い
■ 一般の人にも分かりやすい研究情報の開

示
■ テレビでの放送は責任を重くする



まとめ

■ ヘルスリテラシーを高める一つのコツとし
て、情報の利点と欠点の両方を

　考えることがあげられる
■ 個人のヘルスリテラシー向上だけでは
　対処できない現状があるため、
　今後の課題で取り上げたような体制の
　変化が求められていると思う
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